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規
　
則

◯
単
純
労
務
の
職
員
の
給
与
の
基
準
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
八
二
・
人
事

課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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…
…
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１

訓
　
令

◯
単
純
労
務
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
（
八
・
人
事
課
）
…
…
…
１

単
純
労
務
の
職
員
の
給
与
の
基
準
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。

平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

秋
田
県
規
則
第
八
十
二
号

単
純
労
務
の
職
員
の
給
与
の
基
準
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

単
純
労
務
の
職
員
の
給
与
の
基
準
を
定
め
る
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
秋
田
県
規
則
第
六
十
六
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
の
二
の
見
出
し
を
「
（
地
域
手
当
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
調
整
手
当
は
、
民
間
」
を

「
地
域
手
当
は
、
当
該
地
域
」
に
、
「
賃
金
、
物
価
及
び
生
計
費
が
特
に
高
い
」
を
「
民
間
の
賃
金

水
準
を
基
礎
と
し
、
当
該
地
域
に
お
け
る
物
価
等
を
考
慮
し
て
別
に
定
め
る
」
に
改
め
る
。

第
四
条
の
二
第
二
項
中
「
秋
田
県
企
業
局
企
業
職
員
給
与
規
程
」
を
「
秋
田
県
企
業
職
員
給
与
規

程
」
に
改
め
る
。

第
九
条
第
二
項
中
「
第
四
項
」
を
「
第
三
項
」
に
、
「
第
五
項
」
を
「
第
四
項
」
に
改
め
、
同
条

第
三
項
中
「
第
二
十
一
条
第
五
項
」
を
「
第
二
十
一
条
第
四
項
」
に
、
「
調
整
手
当
」
を
「
地
域
手

当
」
に
改
め
る
。

第
十
条
第
三
項
中
「
第
二
十
一
条
第
五
項
」
を
「
第
二
十
一
条
第
四
項
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
の
二
第
二
項
中
「
秋
田
県
企
業
局
企
業
職
員
給
与
規
程
」
を
「
秋
田
県
企
業
職
員
給
与

規
程
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
中
「
調
整
手
当
」
を
「
地
域
手
当
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

秋
田
県
訓
令
第
八
号

庁
　
中
　
一
　
般
　

各

地

方

機

関

単
純
労
務
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

単
純
労
務
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

単
純
労
務
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
四
十
年
秋
田
県
訓
令
第
十
一
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
中
「
給
与
」
を
「
給
与
等
」
に
改
め
る
。

第
一
条
中
「
。
以
下
「
給
与
条
例
」
と
い
う
。
」
を
削
り
、
「
支
給
」
の
下
に
「
並
び
に
退
職
手

当
の
基
準
そ
の
他
退
職
手
当
の
支
給
」
を
加
え
る
。

第
五
条
の
見
出
し
中
「
再
任
用
職
員
」
の
下
に
「
等
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
再
任
用
短
時

間
勤
務
職
員
」
を
「
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
、
「
給
与
条
例
」
を
「
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
」
に
改
め
る
。

第
六
条
第
一
項
中
「
現
業
職
員
の
」
の
下
に
「
初
任
給
、
」
を
、
「
前
条
」
の
下
に
「
ま
で
及
び

次
項
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
給
料
月
額
の
決
定
に
当
た
つ
て
用
い
る
特
定
級
は
六
級
と
し
、

特
定
号
給
は
」
を
「
号
給
は
、
昇
格
し
た
日
の
前
日
に
受
け
て
い
た
号
給
に
対
応
す
る
」
に
、
「
特

定
号
給
表
」
を
「
昇
格
時
号
給
対
応
表
の
昇
格
後
の
号
給
欄
」
に
改
め
る
。

第
八
条
第
二
項
中
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
を
「
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
改
め
る
。

第
九
条
第
一
項
中
「
調
整
手
当
」
を
「
地
域
手
当
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
の
表
早
出
勤
務
手
当

の
項
を
削
り
、
同
表
農
用
機
械
機
具
操
作
手
当
の
項
中
「
秋
田
県
立
大
学
短
期
大
学
部
」
を
「
農
林

水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
」
に
、
「
、
農
業
試
験
場
、
果
樹
試
験
場
、
」
を
「
又
は
」
に
改
め
、
「
、
畜

産
試
験
場
又
は
森
林
技
術
セ
ン
タ
ー
」
を
削
り
、
同
表
廃
鶏
処
理
作
業
手
当
の
項
中
「
秋
田
県
立
大

学
短
期
大
学
部
又
は
畜
産
試
験
場
」
を
「
農
林
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
」
に
、
「
学
長
又
は
場
長
」
を

「
所
長
」
に
改
め
、
同
表
公
用
自
動
車
整
備
管
理
業
務
手
当
の
項
中
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」

１

規
　
　
　
　
　
　
則

ペ
ー
ジ

訓
　
　
　
　
　
　
令
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を
「
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
改
め
、
「
（
以
下
「
一
般
職
員
の
例
に
よ
る
額
」
と
い
う
。
）
」
を
削

り
、
同
表
特
殊
自
動
車
運
転
手
当
の
項
中
「
若
し
く
は
河
川
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
」
を
「
、
河
川
パ
ト

ロ
ー
ル
カ
ー
若
し
く
は
ダ
ム
管
理
事
務
所
の
警
報
車
」
に
改
め
、
同
表
ダ
ム
管
理
・
建
設
業
務
手
当

の
項
を
削
り
、
本
則
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
退
職
手
当
）

第
十
条

現
業
職
員
が
退
職
し
た
場
合
に
支
給
す
る
退
職
手
当
の
基
準
は
、
一
般
職
員
が
退
職
し
た

場
合
に
支
給
す
る
退
職
手
当
と
同
等
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

２

現
業
職
員
が
退
職
し
た
場
合
に
支
給
す
る
退
職
手
当
の
額
及
び
支
給
方
法
に
つ
い
て
は
、
次
項

に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
八
年
秋
田
県
条
例
第

八
十
号
）
の
規
定
を
準
用
す
る
。

３

退
職
し
た
者
に
対
す
る
退
職
手
当
の
調
整
額
の
計
算
に
つ
い
て
は
、
そ
の
者
の
基
礎
在
職
期
間

の
初
日
の
属
す
る
月
か
ら
そ
の
者
の
基
礎
在
職
期
間
の
末
日
の
属
す
る
月
ま
で
の
各
月
ご
と
に
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
そ
の
者
の
基
礎
在
職
期
間
に
含
ま
れ
る
時
期
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定

め
る
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
そ
の
者
の
当
該
各
月
に
お
け
る
区
分
に
対
応
す
る
こ
れ
ら
の
表
の
上
欄

に
掲
げ
る
現
業
職
員
の
区
分
に
属
し
て
い
た
も
の
と
し
て
、
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
第

六
条
の
四
（
第
三
項
を
除
く
。
）
の
規
定
を
準
用
す
る
。

一
　
平
成
八
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
の
基
礎
在
職
期
間
に
お
け

る
現
業
職
員
の
区
分

二
　
平
成
十
八
年
四
月
一
日
以
後
の
基
礎
在
職
期
間
に
お
け
る
現
業
職
員
の
区
分

別
表
第
一
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

第
五
号
区
分

第
六
号
区
分

第
七
号
区
分

平
成
八
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に

お
い
て
適
用
さ
れ
て
い
た
給
料
表
の
適
用
を
受
け
て
い
た
者
（
以
下

「
旧
給
料
表
適
用
者
」
と
い
う
。
）
で
そ
の
属
す
る
職
務
の
級
が
七

級
で
あ
つ
た
も
の
（
車
両
長
の
職
に
あ
つ
た
期
間
に
限
る
。
）

一
　
旧
給
料
表
適
用
者
で
そ
の
属
す
る
職
務
の
級
が
七
級
で
あ
つ
た

も
の
（
第
五
号
区
分
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）

二
　
旧
給
料
表
適
用
者
で
そ
の
属
す
る
職
務
の
級
が
六
級
で
あ
つ
た

も
の

一
　
旧
給
料
表
適
用
者
で
そ
の
属
す
る
職
務
の
級
が
五
級
又
は
四
級

で
あ
つ
た
も
の

二
　
旧
給
料
表
適
用
者
で
そ
の
属
す
る
職
務
の
級
が
三
級
で
あ
つ
た

も
の
（
三
級
に
在
級
し
て
い
た
期
間
が
百
二
十
月
を
超
え
る
者
に

限
る
。
）

第
八
号
区
分

一
　
旧
給
料
表
適
用
者
で
そ
の
属
す
る
職
務
の
級
が
三
級
で
あ
つ
た

も
の
（
第
七
号
区
分
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）

二
　
旧
給
料
表
適
用
者
で
そ
の
属
す
る
職
務
の
級
が
二
級
又
は
一
級

で
あ
つ
た
も
の

第
五
号
区
分

第
六
号
区
分

第
七
号
区
分

第
八
号
区
分

平
成
十
八
年
四
月
一
日
以
後
適
用
さ
れ
て
い
る
給
料
表
の
適
用
を
受

け
て
い
た
者
（
以
下
「
新
給
料
表
適
用
者
」
と
い
う
。
）
で
そ
の
属

す
る
職
務
の
級
が
六
級
で
あ
つ
た
も
の
（
車
両
長
の
職
に
あ
つ
た
期

間
に
限
る
。
）

一
　
新
給
料
表
適
用
者
で
そ
の
属
す
る
職
務
の
級
が
六
級
で
あ
つ
た

も
の
（
第
五
号
区
分
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）

二
　
新
給
料
表
適
用
者
で
そ
の
属
す
る
職
務
の
級
が
五
級
で
あ
つ
た

も
の

一
　
新
給
料
表
適
用
者
で
そ
の
属
す
る
職
務
の
級
が
四
級
で
あ
つ
た

も
の

二
　
新
給
料
表
適
用
者
で
そ
の
属
す
る
職
務
の
級
が
三
級
で
あ
つ
た

も
の
（
三
級
に
在
級
し
て
い
た
期
間
が
百
二
十
月
を
超
え
る
者
に

限
る
。
）

一
　
新
給
料
表
適
用
者
で
そ
の
属
す
る
職
務
の
級
が
三
級
で
あ
つ
た

も
の
（
第
七
号
区
分
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）

二
　
新
給
料
表
適
用
者
で
そ
の
属
す
る
職
務
の
級
が
二
級
又
は
一
級

で
あ
つ
た
も
の
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別
表
第
二
中
「
別
表
第
二
（
第
二
条
」
を
「
別
表
第
２
（
第
２
条
」
に
改
め
、
三
級
の
項
を
削

り
、
「
４
級
」
を
「
３
級
」
に
、
「
５
級
」
を
「
４
級
」
に
、
「
６
級
」
を
「
５
級
」
に
、
「
７

級
」
を
「
６
級
」
に
改
め
る
。

「

別
表
第
三
中
「
別
表
第
三
（
第
三
条
」
を
「
別
表
第
３
（
第
３
条
」
に
、

「
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

に
改
め
る
。

」

別
表
第
四
中
「
別
表
第
四
（
第
四
条
」
を
「
別
表
第
４
（
第
４
条
」
に
、
「
１
級
６
号
給
」
を

「
１
級1

7

号
給
」
に
改
め
る
。

別
表
第
五
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

６

別
表
第
二
（
第
二
条
　
　
　
別
表
第
２
（
第
２
条

４
級
　
　
　
３
級
　
　
　
　
５
級
　
　
　
４
級
　
　
　
　
６
級
　
　
　
５
級
　
　
　
　
７

級
　
　
　
６
級

「

別
表
第
三
（
第
三
条
　
　
　
別
表
第
３
（
第
３
条

別
表
第
四
（
第
四
条
　
　
　
別
表
第
４
（
第
４
条
　
　
　
　
１
級
６
号
給

１
級
1
7
号
給

１
　
　
級

０

２５

１
　
　
級

０

２
　
　
級５

５

３８

級５

３
　
　
級３

８

４
　
　
級３

1
1

５
　
　
級３

1
4

６
　
　
級５

1
9

級３

４
　
　
級６

1
4

５
　
　
級２

1
6
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別
表
第
六
中
「
別
表
第
六
（
第
八
条
」
を
「
別
表
第
６
（
第
８
条
」
に
改
め
る
。

別
表
第
七
中
「
別
表
第
七
（
第
八
条
」
を
「
別
表
第
７
（
第
８
条
」
に
、
「
２
号
給5

,4
0
9

円
、
３

号
給5

,5
7
5

円
、
４
号
給5

,7
4
6

円
」
を
「
１
号
給5

,4
0
9

円
、
２
号
給5

,4
4
9

円
、
３
号
給5

,4
9
0

円
、

４
号
給5

,5
3
0

円
、
５
号
給5

,5
7
5

円
、
６
号
給5

,6
2
0

円
、
７
号
給5

,6
6
5

円
、
８
号
給5

,7
1
0

円
、

９
号
給5
,7
4
6

円
、1

0

号
給5

,7
9
1

円
、1

1

号
給5

,8
3
6

円
、1

2

号
給5

,8
8
1

円
」
に
、
「8

,0
0
0

円
」

を
「8
,4
0
0

円
」
に
、
「8

,6
0
0

円
」
を
「8

,7
0
0

円
」
に
、
「9

,1
0
0

円
」
を
「9

,6
0
0

円
」
に
改
め
、

七
級
の
項
を
削
る
。

附
　
則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
訓
令
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
特
定
の
職
務
の
級
の
切
替
え
）

２

こ
の
訓
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
の
前
日
に
お
い
て
そ
の
者
が
属
し
て

い
た
職
務
の
級
（
以
下
「
旧
級
」
と
い
う
。
）
が
三
級
か
ら
七
級
ま
で
の
い
ず
れ
か
で
あ
っ
た
現

業
職
員
の
施
行
日
に
お
け
る
職
務
の
級
は
、
旧
級
に
対
応
す
る
次
の
表
の
新
級
欄
に
定
め
る
職
務

の
級
と
す
る
。

（
号
給
の
切
替
え
）

３

施
行
日
の
前
日
に
お
い
て
給
料
表
の
適
用
を
受
け
て
い
た
現
業
職
員
（
次
項
に
規
定
す
る
現
業

職
員
を
除
く
。
）
の
施
行
日
に
お
け
る
号
給
（
以
下
「
新
号
給
」
と
い
う
。
）
は
、
旧
級
、
施
行

日
の
前
日
に
お
い
て
そ
の
者
が
受
け
て
い
た
号
給
（
以
下
「
旧
号
給
」
と
い
う
。
）
及
び
そ
の
者

が
旧
号
給
を
受
け
て
い
た
期
間
（
知
事
が
別
に
定
め
る
現
業
職
員
に
あ
っ
て
は
、
知
事
が
別
に
定

め
る
期
間
。
附
則
別
表
第
一
に
お
い
て
「
経
過
期
間
」
と
い
う
。
）
に
応
じ
て
附
則
別
表
第
一
に

定
め
る
号
給
と
す
る
。

（
職
務
の
級
に
お
け
る
最
高
の
号
給
を
超
え
る
給
料
月
額
の
切
替
え
）

４

施
行
日
の
前
日
に
お
い
て
職
務
の
級
に
お
け
る
最
高
の
号
給
を
超
え
る
給
料
月
額
を
受
け
て
い

た
現
業
職
員
の
新
号
給
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
当
該
現
業
職
員
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に

定
め
る
号
給
と
す
る
。

一
　
施
行
日
の
前
日
に
お
い
て
そ
の
者
が
受
け
て
い
た
給
料
月
額
（
以
下
「
旧
給
料
月
額
」
と
い

９

別
表
第
六
（
第
八
条
　
　
　
別
表
第
６
（
第
８
条

別
表
第
七
（
第
八
条
　
　
　
別
表
第
７
（
第
８
条
　
　
　
　
２
号
給
5
,4
0
9
円
、
３

号
給
5
,5
7
5
円
、
４
号
給
5
,7
4
6
円
　
　
　
１
号
給
5
,4
0
9
円
、
２
号
給
5
,4
4
9
円
、
３
号
給
5
,4
9
0
円
、

４
号
給
5
,5
3
0
円
、
５
号
給
5
,5
7
5
円
、
６
号
給
5
,6
2
0
円
、
７
号
給
5
,6
6
5
円
、
８
号
給
5
,7
1
0
円
、

９
号
給
5
,7
4
6
円
、
1
0
号
給
5
,7
9
1
円
、
1
1
号
給
5
,8
3
6
円
、
1
2
号
給
5
,8
8
1
円
　
　
　
　
8
,0
0
0
円

8
,4
0
0
円
　
　
　
　
8
,6
0
0
円
　
　
　
8
,7
0
0
円
　
　
　
　
9
,1
0
0
円
　
　
　
9
,6
0
0
円

旧 級

３ 級

４ 級

５ 級

６ 級

７ 級

新 級

３ 級

４ 級

５ 級

６ 級
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う
。
）
が
旧
級
に
応
じ
た
附
則
別
表
第
二
の
旧
給
料
月
額
欄
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
現
業
職
員

旧
級
、
旧
給
料
月
額
及
び
そ
の
者
が
旧
給
料
月
額
を
受
け
て
い
た
期
間
（
知
事
が
別
に
定
め

る
現
業
職
員
に
あ
っ
て
は
、
知
事
が
別
に
定
め
る
期
間
。
同
表
に
お
い
て
「
経
過
期
間
」
と
い

う
。
）
に
応
じ
て
同
表
に
定
め
る
号
給

二
　
旧
級
が
三
級
で
あ
る
現
業
職
員
の
う
ち
旧
給
料
月
額
が
旧
級
に
応
じ
た
附
則
別
表
第
二
の
旧

給
料
月
額
欄
に
掲
げ
ら
れ
て
い
な
い
者
　
知
事
が
別
に
定
め
る
号
給

三
　
前
二
号
に
掲
げ
る
現
業
職
員
以
外
の
現
業
職
員
　
そ
の
者
の
施
行
日
に
お
け
る
職
務
の
級
に

お
け
る
最
高
の
号
給

（
施
行
日
前
の
異
動
者
の
号
給
の
調
整
）

５

施
行
日
前
に
職
務
の
級
を
異
に
し
て
異
動
し
た
現
業
職
員
及
び
知
事
が
別
に
定
め
る
こ
れ
に
準

ず
る
現
業
職
員
の
新
号
給
に
つ
い
て
は
、
そ
の
者
が
施
行
日
に
お
い
て
職
務
の
級
を
異
に
す
る
異

動
等
を
し
た
も
の
と
し
た
場
合
と
の
権
衡
上
必
要
と
認
め
ら
れ
る
限
度
に
お
い
て
、
知
事
が
別
に

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
必
要
な
調
整
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
現
業
職
員
が
受
け
て
い
た
号
給
等
の
基
礎
）

６

附
則
第
二
項
か
ら
前
項
ま
で
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
現
業

職
員
が
属
し
て
い
た
職
務
の
級
及
び
そ
の
者
が
受
け
て
い
た
号
給
又
は
給
料
月
額
は
、
こ
の
訓
令

に
よ
る
改
正
前
の
単
純
労
務
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
程
（
第
十
項
に
お
い
て
「
改
正
前
の
訓

令
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
従
っ
て
定
め
ら
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
給
料
の
切
替
え
に
伴
う
経
過
措
置
）

７

施
行
日
の
前
日
か
ら
引
き
続
き
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
現
業
職
員
で
、
そ
の
者
の
受
け
る
給

料
月
額
が
同
日
に
お
い
て
受
け
て
い
た
給
料
月
額
に
達
し
な
い
こ
と
と
な
る
も
の
（
知
事
が
別
に

定
め
る
現
業
職
員
を
除
く
。
）
に
は
、
給
料
月
額
の
ほ
か
、
そ
の
差
額
に
相
当
す
る
額
を
給
料
と

し
て
支
給
す
る
。

８

施
行
日
以
降
に
新
た
に
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
現
業
職
員
に
つ
い
て
、
任
用

の
事
情
等
を
考
慮
し
て
前
項
の
規
定
に
よ
る
給
料
を
支
給
さ
れ
る
現
業
職
員
と
の
権
衡
上
必
要
が

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
当
該
現
業
職
員
に
は
、
知
事
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
同

項
の
規
定
に
準
じ
て
、
給
料
を
支
給
す
る
。

９

前
二
項
の
規
定
に
よ
る
給
料
を
支
給
さ
れ
る
現
業
職
員
に
関
す
る
単
純
労
務
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
規
程
第
八
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
そ
の
額
が
給
料
月
額
」
と

あ
る
の
は
「
そ
の
額
が
給
料
月
額
と
単
純
労
務
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す

る
訓
令
（
平
成
十
八
年
秋
田
県
訓
令
第
八
号
）
附
則
第
七
項
又
は
第
八
項
の
規
定
に
よ
る
給
料
の

額
と
の
合
計
額
」
と
、
「
、
給
料
月
額
」
と
あ
る
の
は
「
、
当
該
合
計
額
」
と
す
る
。

（
ダ
ム
管
理
・
建
設
業
務
手
当
に
関
す
る
経
過
措
置
）

10

施
行
日
の
前
日
に
お
い
て
地
域
振
興
局
の
ダ
ム
管
理
事
務
所
に
勤
務
す
る
現
業
職
員
で
あ
っ
て

施
行
日
以
後
引
き
続
き
当
該
公
署
に
勤
務
し
て
河
川
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）

第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
河
川
管
理
施
設
で
あ
る
ダ
ム
の
維
持
管
理
の
補
助
業
務
に
従
事
す
る

も
の
（
知
事
が
別
に
定
め
る
現
業
職
員
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
は
、
改
正
前
の
訓
令
第
九
条
第
二

項
の
規
定
は
、
平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
同
項
の
表
ダ
ム
管
理
・
建
設
業
務
手
当
の
項
中
「
一
一
、
六
〇
〇
円
」
と
あ
る
の

は
、
「
八
、
七
〇
〇
円
（
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に

あ
っ
て
は
、
五
、
八
〇
〇
円
）
」
と
す
る
。

10
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